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Ⅴ．特記事項 

 

1．長崎県における海洋エネルギー産業振興の推進 

海洋県長崎は、恵まれた海洋ポテンシャルを生かし、それまで培われてきた造船、環境

エネルギー分野における技術を基盤として、海洋エネルギー産業の形成を目指している。

本学は、造船技術者の育成を目指して創立され、現在でも国内唯一の「船舶工学」を冠し

たコースを有しており、全力を挙げてこの取り組みに貢献している。 

まず、平成 26(2014)年に、長崎県内企業を中心とした「長崎海洋産業クラスター形成推

進協議会」の設立を主導するとともに、県内における海洋産業、特に洋上風力発電、潮流

発電の技術開発とその実用化に取り組んでいる。環境省、経済産業省が推進している県内

自治体の五島市、西海市、松浦市などにおける風力発電ゾーニング事業、再生可能エネル

ギー活用計画、五島市沖に進められている国内初の浮体式洋上風力発電ファーム建設、西

海市江の島沖の洋上風力発電ファーム建設等々、多くの事業において、学長が協議会等の

会長を務めるなど、事業推進のかじ取りを行っている。 

また、学内では、新技術創成研究所内に「海洋エネルギー研究センター」を設置し、海

洋エネルギー開発関連技術の開発、例えば潮流下稼働用海中ロボット、洋上風力発電アク

セス船、洋上風力発電設置船等の開発に取組んでいる。 

また、長崎県、長崎海洋産業クラスター形成推進協議会、長崎大学、本学の 4 者では、

今後大量に必要になるであろう「海洋開発人材」の育成に取り組みを始めており、日本財

団の助成による「日本財団オーシャンイノベーションプロジェクト」において「海洋開発

人材育成・フィールドセンター(愛称：長崎海洋アカデミー)」を令和 2(2020)年 10 月に創

設する。 

 

2．地域活性化の取り組み 

本学は、長崎県内の唯一の理工系大学として、地元産業界とのつながりは古く、多くの

地元企業に対する技術支援によって、地域産業の振興に貢献してきた。最近は、活動の幅

を広げ、地域全体の課題解決による活性化を目指した取組みを進めている。 

長崎県波佐見町の伝統産業である窯業(波佐見焼)は 400 年を超える歴史を保有している

が、事業者数の減少に歯止めがかからず、長い間、厳しい経営環境にあったが、ここ数年、

製造出荷額は回復傾向になってきた。その一方で、波佐見焼は他の多くの窯業産地と異な

り、町内に分布する複数の企業が関わる分業体制を取り入れており、その結果、生産情報、

顧客情報はじめ生産工程及び管理面で様々な課題が顕在化してきた。 

そこで、本学は、これら課題に対して波佐見町並びに地場大手窯業事業者等と連携して、

生産管理面での具体的な課題解決に向けた調査・研究を行っている。この調査及び研究に

は、波佐見町や地場企業の協力のもと、本学の学生も参加させている。 

さらに、本学は、窯業と波佐見町のもう一つの基幹産業である農業を融合させた交流事

業である「クラフトツーリズム」にも積極的に参画し、自然とものづくりである陶芸体験

などを通じて、学生と地元観光事業者と連携して新たなクラフトツーリズムの事業モデル

を調査・研究している。 

  


